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農業干ばつの理解に重要なGreen Waterの評価

植生動態-陸面データ同化システム(CLVDAS)

CLVDASを基軸とした干ばつ監視・予測システム

CLVDAによるグリーンウォーターの評価

熱帯収束帯(ITCZ)・亜熱帯高圧帯に位置する6地域
を対象とした地域的干ばつ解析

CLVDASを基軸とした干ばつシステム
によるGreen Waterの推定

農業統計・モデルシミュレーションに基づく
農業干ばつ評価

各地域における農業統計データに基づく主要農作物とその穀物農事歴に基づく結実に重要
な期間・収量、穀物エリア・結実に重要な期間におけるモデル植生水分量

主要農作物収量とモデル植生水分量に基づく干ばつ指数(Z-score)
の比較と地域的干ばつ特性

DIAS CMIP5データ解析ツールに基づく
地域的農業干ばつと大気境界層との関連性の調査

タイプA
ITCZにおける上昇気流の南北範囲に農業干ば
つが起因するタイプ

タイプB
ハドレー循環による下降気流の強さに依存して農
業干ばつが発生するタイプ

タイプC

タイプAとB両方の大気状態に依存し農業的干ば
つが発生するタイプ

北東ブラジルにおける地区スケール
営農支援への応用

干ばつ指数(Zスコア)

これまで熱帯収束帯(ITCZ)・亜熱帯高圧帯における干ばつと大気境界層との関連性(熱帯収束帯やハドレー循環の南北シフト)
を分析した研究事例はあったが、全球平均値に基づくものが多かった。

タイプAに属するグアテマラの大気境界層の鉛直断面。左列は干ばつ年、右列
は湿潤年。上段は比湿のアノマリー、中段は鉛直風速、下段は鉛直風速のアノ
マリー。通常、ITCZ 北緯5-10°で上昇気流が発生するが、湿潤年の場合、こ
の上昇気流は、グアテマラを含むN20°まで広がる。そのためにグアテマラに降
雨を発生させ、地表面は湿潤になる。一方、干ばつ年の場合、この上昇気流は、
ハドレー循環によりグアテマラにおいて下降気流になる。そのために上空におけ
る乾燥した空気塊が地表に運ばれるため、グアテマラの地表面は乾燥する。

タイプA

タイプB
タイプBに属するマラウイのケース。マラウイにはハドレー循環による下降気流が
発生し、干ばつ年の場合、その下降気流が強くなる。ゆえに上空における乾燥
した空気塊が地表に運ばれ、マラウイの地表面は乾燥する。対照的に、湿潤年
の下降気流はとても弱いため、上空における乾燥した空気塊が移動せず、マラ
ウイの地表面は乾燥しない。

タイプC

タイプCに属する北東ブラジルのケース。ITCZ 北緯0-5°で上昇気流が発生。
湿潤年の場合、この上昇気流は、北東ブラジルを含むN12°まで広がり、北東
ブラジルに降雨を発生させ、地表面は湿潤になる。一方、干ばつ年の場合、こ
の上昇気流は、ハドレー循環により北東ブラジルにおいて下降気流になる。そ
のために上空における乾燥した空気塊が地表に運ばれるため北東ブラジルの
地表面は乾燥する。


